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高千穂電気株式会社

（東証一部 2715）

高 千 穂 電 気 株 式 会 社 ２００９年３月期 第１四半期 説明資料

１．2009 年 3 月期 第 1四半期 業績サマリー ２.2009 年 3 月期 第 1四半期のポイント

○ 第１四半期 連結業績状況

売 上 高：24,031 百万円（前年同期比：△919 百万円、 △3.7%） 海外売上高：前年同期比 ＋710 百万円

営 業 利 益： 847 百万円（前年同期比：△199 百万円、△19.0%） 売上構成比：前年同期比 ＋4.2 ﾎﾟｲﾝﾄ

経 常 利 益： 1,008 百万円（前年同期比：△281 百万円、△21.8%）

四半期純利益： 534 百万円（前年同期比：△305 百万円、△36.3%）

品目別では、「電子部品」「オプティカル部品・材料」「その他」は増加 有利子負債比率：前期末比 △0.1 ﾎﾟｲﾝﾄ

いたしましたが、絶縁材料・配線材料等の「電気材料」が減少いたしま 自己資本比率：前期末比 ＋0.5 ﾎﾟｲﾝﾄ

した。また、円高による減収の影響もあり、連結売上高は微減となって

おります。

販管費は微増に留まりましたが、相対的に利益率の高い「電気材料」の

売上高減少等の要因により、営業利益・経常利益・四半期純利益ともに 08 年 2月 22 日～7月 23 日の間に、自己株 60 万株の市場買付を実施

前年同期比で減少しております。

海外売上高が引き続き増加 ⇒ 売上構成比 37.4%

財務の健全性を維持 ⇒ 有利子負債138百万円

自己株市場買付の実施 ⇒ 60 万株・733百万円



３．第１四半期 連結売上高：24,031 百万円 前年同期比：△919 百万円、△3.7%

Point 海外売上高は引き続き増加したものの、連結売上高は微減。また、品目別の構成比が変化（電気材料が低下）。

【 連 結 売 上 高 推 移 】 【 品 目 別 売 上 高 推 移 】 【 海 外 売 上 高 推 移 】

海外売上高は前年同期比で増加したものの、 ＴＶ向け部材の販売増等により「その他」が 絶縁材料等は前年同期比で減少した一方、

国内市場での携帯電話向け配線材料が減少 増加した他、「電子部品」「オプティカル部品・ 携帯電話向け等の「オプティカル部品・

したこと等により、連結売上高は微減と 材料」も好調。一方、近年の業績を牽引した 材料」が好調に推移し、引き続き売上増と

なっております。 フレキシブル基板等の配線材料や海外の絶縁 なり、連結業績を牽引しております。

材料など「電気材料」が減少しております。
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海外売上高 8,272 8,982

連結売上高 24,950 24,031

海外売上高 売上構成比

売上構成比 33.2% 37.4%

※09/3 期の第 2Ｑ累計、通期は予想数字。

※09/3 期の第 2Ｑ累計期間、通期は予想数字。

※円高による影響

連結売上高の減収：△1,000 百万円（￥123/＄⇒￥104/＄）



４．第１四半期 連結営業利益：847 百万円 前年同期比：△199 百万円、△19.0%

Point 販管費は微増に留まったものの、売上総利益の減少により、営業利益が低下。

【 連 結 販 売 管 理 費 推 移 】 【 連 結 営 業 利 益 推 移 】 【 地域セグメント別営業利益推移 】

従業員増により人件費が増加いたしました 販管費は微増に留まりましたが、相対的に 国内ではフレキシブル基板等の配線材料の

が、連結販管費は前年同期比＋47百万円の 高利益率の「電気材料」の売上高が減少 売上高が減少したこと、及び海外では絶縁

微増に留まっております。 したこと等により、連結営業利益は前年 材料等の相対的に高利益率の「電気材料」

同期比で減少しております。 の売上高が減少したことで、国内外ともに

前年同期比で減少しております。
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（百万円） 08/3 期 09/3 期

第 1 四 半 期 1,670 1,718

第 2Ｑ累計期間 3,574 3,500

通 期 6,913 7,200

※09/3 期の第 2Ｑ累計期間、通期は予想数字。 ※上表は「消去又は全社」前の数値であり、合計値と

連結営業利益は一致しません。

※09/3 期の第 2Ｑ累計期間、通期は予想数字。



５．第１四半期 連 結 経 常 利 益：1,008 百万円 前年同期比：△281 百万円、△21.8%

連結四半期純利益： 534 百万円 前年同期比：△305 百万円、△36.3%

Point 為替による業績変動リスクは低減。

【 四半期別 連結為替差損益推移 】 【 連 結 経 常 利 益 推 移 】 【 連結四半期純利益推移 】

前期は、為替差損益が業績の大きな変動要因と 為替変動リスクは低減いたしましたが、 海外現法所有の債券の償還損を計上した

なったため、当期は期初想定レートを 1 ﾄﾞﾙ＝ 営業利益額の減少により、前年同期比で ことにより、連結四半期純利益は前年同期

100 円で設定し、また、為替予約カバー率も 減少いたしました。しかしながら、通期 比で減少いたしております。

引き上げ、為替変動リスクを低減。その結果、 の業績予想に対しては、約 1/4 にあたる

61 百万円の為替差益を計上いたしております。 24％の進捗率となっております。
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６．財務の健全性を維持

Point 有利子負債は引き続き低水準で推移し、自己資本比率は高水準を維持。

① 有利子負債の状況：138 百万円（前期末比：△15 百万円）

② 純資産の部の状況：23,924 百万円（前期末比：＋91 百万円）

配当金の支払い（319 百万円）により減少した一方、四半期純利益 534 百万円計上したことにより、利益剰余金は前期末比 145 百万円増加しております。

【 有 利 子 負 債 比 率 】 【 負 債 比 率 】 【 自 己 資 本 比 率 】

有利子負債÷（株主資本＋評価・換算差額等） 負債÷総資産 （株主資本＋評価・換算差額等）÷総資産

７．自己株式の市場買付

Point 60 万株の自己株市場買付を実施。

資本効率の向上と機動的な財務戦略を遂行するため、08 年 2 月の取締役会決議に基づき、自己株の市場買付を実施しております。

08 年 2 月 22日～6月 30 日の期間で、493,300 株・587 百万円（約定ベース）の市場買付を実施し、その後 7月 23 日までに、600,000 株・733 百万円

（約定ベース）の自己株取得を行っております。
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※09/3 期の第 2Ｑ累計期間、通期は予想数字。 ※09/3 期の第 2Ｑ累計期間、通期は予想数字。



８．2009 年 3 月期 第２四半期連結累計期間および通期連結業績予想

Point 引き続き、2009 年 3 月期も増収・増益の見込み。

業績は予定どおり推移しており、08 年 5 月 8日に公表しました業績予想に変更はありません。

第２四半期連結累計期間 業績予想 通期業績 予想 1株当たり予想配当金

売 上 高：52,000 百万円（前期比：＋0.1% ） 売 上 高：107,000 百万円（前期比： ＋1.2% ） 年間配当金：45 円

営 業 利 益： 2,050 百万円（前期比：＋0.3% ） 営 業 利 益： 4,200 百万円（前期比： ＋0.6% ） （中間期末：20 円、期末：25 円）

経 常 利 益： 2,050 百万円（前期比：＋0.6% ） 経 常 利 益： 4,200 百万円（前期比：＋13.8% ） 配 当 性 向：30.3%

中間純利益： 1,350 百万円（前期比：＋1.9% ） 当期純利益： 2,750 百万円（前期比： ＋9.5% ）
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本資料のお問合せ先 高千穂電気株式会社 磯上、深水、佐座 Tel 03-3454-3526 Fax 03-3454-3306 E-mail:ir@takachiho.co.jp

本資料は、2009 年 3 月期第 1 四半期の業績・事業概要に関する資料の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではあ

りません。また、本資料は注記のない限り、2008 年 6月 30日現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断

であり、その情報の正確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また、今後、予告なしに変更されることがあります。
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